
世界社会フォーラム（WSF）２０１３は３月２６－３０
日、チュニジアの首都チュニスで開催されます。 
「アラブの春」から２年。闘いは続いています。 
 
WSF2103に関西からも代表派遣を呼びかけています。 

 

 

世界社会フォーラム２０１３に向けた学習会 
２月２５日（月）午後６時半 

神戸学生青年センター http://ksyc.jp/ 

阪急神戸線・六甲より徒歩３分/JR六甲道よりバスまたは徒歩 15分 

 

■報告：WSF２０１３とオルタグローバリゼーション運動の新たな局面 

秋本陽子さん（ATTAC Japan国際ネットワーク委員会） 

２００２年の第 2回世界社会フォーラム（ブラジル・ポルトアレグレ）から

毎回参加し、各国の社会運動団体とのネットワークを築いてきた秋本さ

んに、世界社会フォーラムの意義、今回チュニジアで開催されることに

なった背景、アジアと日本での社会フォーラムの運動の現状と可能性な

ど、じっくりと話していただきます。 

■ATTACチュニジアの仲間からのメッセージ（予定） 

ＡＴＴＡＣチュニジアは、２０１１－１２年の革命にも参加し、現在、独裁体制が残した対外債務の帳

消しなどの運動に取り組んでいます。 

■質疑と討論 

 

ＡＴＴＡＣ関西グループ 
連絡先：０６－６４７４－１１６７（喜多幡） 


